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63 62大
学
の
あ
る「
京
田
辺
」を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
に
は
「
京
都
学
・
観

光
学
コ
ー
ス
」
と
い
う
学
び
の
領
域
が
あ
る
。

コ
ー
ス
の
中
で
代
表
的
な
講
義
は
、
京
都
に

あ
る
大
学
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
京

都
の
歴
史
や
文
化
、
観
光
学
の
成
り
立
ち
を

教
室
で
学
び
、
そ
の
後
、
街
へ
出
て
実
物
に

触
れ
る
「
京
都
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
だ
。

「
せ
っ
か
く
京
都
に
あ
る
大
学
で
す
か
ら
、

教
室
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
京
都
の
魅
力

を
直
に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
天
野
先

生
は
講
義
の
狙
い
を
話
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
と
い
う
名
の
通
り
、
こ
の
講
義
で
は
時

間
の
大
半
を
教
室
外
で
過
ご
す
。
そ
の
た
め

講
義
は
午
前
か
ら
午
後
に
か
け
て
２
時
限
連

続
で
行
わ
れ
る
。「
９
時
に
集
合
し
て
５
時
に

解
散
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
日
も
あ
り
ま

す
。
一
日
が
か
り
の
講
義
で
す
」

講
義
で
は
ま
ず
プ
リ
ン
ト
が
配
ら
れ
、
テ

ー
マ
と
な
る
地
域
の
背
景
な
ど
を
天
野
先
生

が
解
説
す
る
。
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
京
田

辺
」。同
志
社
女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

の
地
元
で
あ
る
。「
一
般
に
京
都
と
い
う
と
市

内
中
心
部
の
寺
社
が
集
中
し
て
い
る
エ
リ
ア

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
周
辺
地
域
に
も
歴

史
的
価
値
の
あ
る
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
現

在
の
中
心
部
か
ら
見
る
と
周
辺
で
す
が
、
歴

史
的
観
点
か
ら
見
る
と
、
か
つ
て
は
京
田
辺

も
京
都
の
文
化
を
発
信
し
て
い
た
地
で
す
」

そ
し
て
、
教
室
を
出
て
テ
ー
マ
と
な
る
場

所
へ
向
か
う
。

例
え
ば
、「
酬し
ゅ
う

恩お
ん

庵あ
ん

」
と
い
う
古
刹
。
一
般

的
に
は
「
一
休
寺
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
一

休
さ
ん
と
し
て
知
ら
れ
る
一
休
宗
純
が
晩
年

移
り
住
ん
だ
場
所
で
あ
る
。「
こ
こ
は
薪た
き
ぎと

い

う
集
落
で
能
狂
言
が
発
達
し
た
場
所
で
す
。

京
都
か
ら
一
休
和
尚
の
と
こ
ろ
に
芸
能
師
が

や
っ
て
来
て
、こ
こ
で
能
が
完
成
さ
れ
た
。日

本
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
の
発
祥
地
が
ま
さ

に
こ
こ
な
ん
で
す
」

和
菓
子
一
つ
と
っ
て
も

京
都
な
ら
で
は
の
物
語
が
あ
る

学
生
の
一
人
は
こ
の
講
義
を
「
実
際
に
目

で
見
て
、感
じ
て
、学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
歴

史
と
文
化
の
話
を
聞
い
て
か
ら
、
そ
の
場
に

行
っ
て
体
験
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
」
と
話

す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
出
か
け
る
場
所

は
、
学
期
の
初
め
に
天
野
先
生
が
学
生
た
ち

と
相
談
し
て
決
め
て
い
る
。
例
え
ば
和
菓
子

体
験
の
場
合
、「
京
都
の
七
条
に
あ
る
和
菓
子

屋
さ
ん
で
体
験
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
店
の

前
に
は
、
院
政
の
時
代
に
後
白
河
上
皇
が
院

の
御
所
を
置
い
た
現
在
の
三
十
三
間
堂
が
あ

り
、お
菓
子
に
も
歴
史
の
一
端
が
見
え
る
。そ

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
く
ん
で
か
ら
体
験
す
る
ん

で
す
」
と
天
野
先
生
。

京
都
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
歴
史
だ
け
を

学
ぶ
講
義
で
は
な
い
と
い
う
。
古
い
に
し
えの

街
並
と
、

現
在
の
そ
れ
と
ど
う
違
う
の
か
比
較
し
な
が

ら
理
解
し
て
い
く
。

「
今
の
京
都
の
あ

り
方
や
課
題
を
考

え
る
こ
と
。
京
都

と
い
う
場
所
で
何

か
を
や
っ
て
み
よ

う
と
い
う
動
機
が

大
事
な
ん
で
す
」。

京
都
と
い
う
地
域

と
ど
う
つ
な
が
る

か
。
京
都
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
は
地

域
連
携
の
講
義
で

も
あ
る
。

京
都
の
魅
力
や
課
題
と
は
？

街
を
歩
い
て
考
え
て
み
よ
う

同
志
社
女
子
大
学

京
都
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
この講義で
学ぶこと

「
多
文
化
共
生
」「
京
都
学
・
観
光
学
」「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
公
共
政
策
と

法
」
の
５
コ
ー
ス
か
ら
選
択
し
、現
代
女
性
の
生
き
方
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
専
門
的
、実
践
的
に
学
ぶ
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と

上中 愛奈さん
現代社会学部 社会システム学科2020年卒
奈良県立 平城高校卒

中川 朋子さん
現代社会学部 社会システム学科2020年卒
大阪府立 四條畷高校卒

この講義では、実際にその土地を歩いて地域を直
に知ることができます。将来は街おこしや地域ブ
ランディングなど、地域活性化に関われる仕事に
就けたらと思っています。

この大学は、いろいろなことにチャレンジするア
クティブな人が多いです。それぞれがキャラクタ
ーの良さや個性を生かしている。そんなところが
魅力です。

将来の目標は地域活性化に関わる仕事 同志社女子大学はここが魅力!

※講義は2019年に取材したものです。

教
室
で
行
う
講
義
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
京
都
の
魅
力

を
、
実
際
に
歩
い
て
触
れ
て
体
験
す
る
。
京
都
の
あ
り
方

を
歴
史
や
文
化
、
観
光
、
現
代
の
社
会
問
題
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
具
体

的
に
考
え
て
い
く
。

京田辺キャ
ンパスの中
にはパン屋
さんがあり
ます。おス
スメは「匠バーガー」と「チ
ョコチップパン」。価格は全
部110円。常時100種類販
売されています。
中川 朋子さん

私の学食
オススメ
メニュー

─
現
代
社
会
学
部
─
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
─

URL https://www.dwc.doshisha.ac.jp/
〒610-0395 京都府京田辺市興戸
同志社女子大学 広報部入学課
TEL　0774-65-8811

大学情報

4.25（木）
at 京田辺キャンパス
11:00~14:45

のどかな自然の中に建つレンガ
色の校舎が印象的でした。ラー
ニング・コモンズとよばれる自
主学修施設ではグループでディ
スカッションしたり、一人で黙
々と課題に取り組んだり、学生
たちがそれぞれに自分のやりた
いことに励む姿が見られまし
た。

同志社女子大学は
こんな大学

記者の目

学芸学部 現代社会学部 薬学部 看護学部

表象文化学部 生活科学部

今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

兵庫県生まれ。京都大学大学院人間・
環境学研究科博士課程ならびに同研究
科助手を経て、現在同志社女子大学教
授。専門は地理学、観光学。幅広く地
域形成に関わる事象について関心を持
ち、近年は京都の観光、街道の歴史な
どについて研究。主な共著に『大学的
京都ガイド』、『平安京とその時代』、『日
本と世界のすがた』など。BS朝日「京
都ぶらり歴史探訪」にも案内人として
ときどき出演している。

Profile

天あ
ま

野の 

太た

郎ろ
う

先
生
に
聞
き
ま
し
た

QA
こ
の
講
義
で
は
、
京
都
の
街
の
課
題
や
地
域
が
活
性
化
す
る

こ
と
に
意
識
を
向
け
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
も
の
は
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
企
業
や
行

政
と
連
携
し
て
、
よ
り
良
い
街
と
社
会
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
を
考
え
て
い

く
場
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

資料請求

入試情報
Information

２
０
２
１
年
度
の
入
試
情
報

◆
総
合
型
選
抜
◆ 

推
薦
入
学
試
験
Ｓ

公
募
制
推
薦
入
試
【
併
願
可
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
期
間

　

2
0
2
0
年
10
月
19
日（
月
）・
11
月
4
日（
水
）

適
性
検
査　

11
月
15
日（
日
） 

午
前
・
午
後

合
格
者
発
表　

11
月
23
日（
月
・
祝
）

※ 

変
更
点
：
高
等
学
校
長
推
薦
書
を
自
己
推
薦
書
に
変

更
し
ま
す

※ 

選
考
方
法
／
評
価
方
法
：
書
類
審
査（
調
査
書
の
全

体
の
学
習
成
績
の
状
況
の
10
倍
）お
よ
び
適
性
検
査

に
よ
る
合
否
判
定

◆
一
般
選
抜
◆
一
般
入
学
試
験（
前
期
日
程
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
期
間

　

2
0
2
1
年
1
月
4
日（
月
）〜
1
月
13
日（
水
）

試
験
日
〈
試
験
日
自
由
選
択
制
〉

　

1
月
26
日（
火
）・
27
日（
水
）・
28
日（
木
）・

　

29
日（
金
）

合
格
者
発
表　

3
教
科
入
試
・
2
教
科
入
試

　

2
月
8
日（
月
）

共
通
テ
ス
ト
併
用
方
式　

2
月
9
日（
火
）

◆
一
般
選
抜
◆ 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を

利
用
す
る
入
学
試
験

【
前
期
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
期
間 

　

2
0
2
1
年
1
月
4
日（
月
）〜
1
月
29
日（
金
）

試
験
日
〈
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
〉

　

1
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

合
格
者
発
表　

2
月
9
日（
火
）

【
後
期
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
期
間 

　

2
0
2
1
年
2
月
17
日（
水
）〜
2
月
26
日（
金
）

試
験
日
〈
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
〉

　

1
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

合
格
者
発
表　

3
月
16
日（
火
）

※ 

2
0
2
1
年
度
の
入
試
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
入

学
試
験
要
項
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

P62-63_同志社女子_念校


